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　かつて、東北地区内の青年会議所では「東北３つの夢」という言葉が盛んに使われていました。その３つの夢とは、１９９７年度村岡兼幸会頭の輩出、１９９９年度山形での全国会員大会、そして２００２年度ＡＳＰＡＣ仙台大会の開催であります。当時、社会経済がグローバル化する中で、東北のそれぞれの「まち」が地域固有の資源を活かし、独自の観点から、日本、アジア、そして世界の各地域と交流・連携し、世界に誇れる交流舞台を形成していくことが重要視され、青年会議所に対しても、その大きな役割を担うことが求められていました。この「東北３つの夢」をかたちにし、そして、かたちを現実にすることによって、東北地区内の青年会議所は、「東北のすばらしさ」と「日本全体を支える原動力」を東北から全国へ、そして世界へ向けて広く発信し、すばらしい歴史を刻むことが出来ました。また、２００６年度には、第５５回全国会員大会郡山大会が開催され、市民協働によるまちづくりを推進し、東北人が持つ暖かさや思いやりの心を多くの方々と共有・再認識しました。
　しかし、その後、さらなる地域の発展に向け行動を始めた矢先、２０１１年３月１１日に東日本大震災が発生し、我々の故郷東北は、今迄経験した事が無いほどの甚大な被害を受けました。この未曾有の災害からの復興を実現するためには、東北に暮らす私達が中長期的な将来を見据え、持続可能な“新しい東北”の再建に取り組んで行く必要があります。
　このような状況の中で、東北地区協議会は、「新・東北３つの夢」ともいうべき素晴らしい機会に恵まれました。それは、２０１３年度年第６２代小畑宏介会頭の輩出、２０１４年度ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会、２０１５年度第６４回全国大会東北八戸大会の開催であります。
　私達は、この機会を東北復興のための大きなチャンスと捉え、この新たな夢を東北地区協議会に関わる多くの方々と現実のものとするべく、今後３年間（２０１３年～２０１５年）にわたって、「新・東北３つの夢総決起大会」を開催させていただく所存です。東北人としてのアイデンティティである「結」の精神を胸に、現役・シニア問わず、東北の同志が一同に会することで、「新・東北３つの夢」の実現、そして、「新東北の再建」へ向けた力強い第一歩を踏み出して行きます。
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